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第39号 〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
27
年
12
月
14
日
（
月
）

〜
19
日
（
土
）
11
：
00
〜
18
：
30
（
最

終
日
は
15
：
00
）。
※
搬
入
は
12
月
13
日

（
日
）
10
：
00
か
ら
。

▼
会
場
：
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
上
記
）

▼
出
展
料
：
一
人
２
千
円
（
２
点
ま

で
）。
２
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ

ス
１
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ

れ
に
準
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間

２
千
円
（
準
備
、
撤
収
時
間
含
）。

▼
懇
親
会
：
搬
入
日
の
12
月
13
日
（
日
）

17
：
00
か
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
会

費
は
４
０
０
０
円
程
度
（
会
場
未
定
）。

▼
申
込
締
切
：
11
月
15
日
（
日
）。

▼
申
込
＆
問
合
先
：
三
浦
千
波
さ
ん
（
Ｓ

50
卒
）。
〒
２
１
１-

０
０
３
５  

川
崎
市

中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話
（
０
４
４
）
７
９
７
・２
１
７
０

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、

各
出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

2015白堊芸術祭

昨年の優勝は混成Aチーム（左よりS37卒・吉田亨
さん、S20卒・鈴木昭久さん、S36卒・金山文彦さん、
S36卒・間瀬隆男さん）。右端は戸田純さん（S48卒）

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

  〈2015 年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
● 10月23日（金）「在京白堊会ゴルフ大会」
 （会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市）〈1面〉
● 12月14日（月）-19 日（土）「白堊芸術祭」
 （会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町）〈1面〉
● 12月19日（土）   「白堊歌会」
 （宮澤賢治と五行歌の朗読会：文房堂ギャラリー）〈2面〉
●平成28 年2月7日（日）「歌の祭り」
 （会場：渋谷区笹塚／Blue‐T〈ブルーティ〉）〈2面〉
 ※ご質問、お問い合わせは事務局 03-6404-6379 へお気軽にどうぞ。

年
末
恒
例「
白
堊
芸
術
祭
」
今
年
も
集
ま
れ
！

　
12
月
14
日
■
〜
19
日
■ 

文
房
堂
（
神
田
神
保
町
）
で
開
催

　

第
８
回
「
白
堊
芸
術
祭
」
は
、
昨
年
と
同
じ
神
田
神
保
町
の
文

房
堂
（
ぶ
ん
ぽ
う
ど
う
）
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
絵
画
・
書
・

彫
刻
・
写
真
・
朗
読
・
歌
唱
な
ど
約
70
名
、
点
数
80
点
を
超
え
る

出
展
・
出
演
が
あ
り
ま
し
た
。
今
期
は
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
で

す
が
、
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
出
展
、
ご
出
演
、
及
び
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈お断り〉「在京白堊会会報』第 39 号は「転送不要」での配達となって
います。会員の住所変更を把握するためです。戻ってきた郵便物につ
いては、転居届連絡はがきを封入して再送させていただいております。

文房堂ギャラリー
〒 101-0051　
千代田区神田神保町 1-21-1 
文房堂ビル 4 Ｆ
Tel: 03-5282-7941

（会場直通 : 会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445

（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
＊ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メトロ
半蔵門線、都営三田線、新宿線）A7
出口、徒歩 3 分／ JR「御茶ノ水」駅 
御茶ノ水橋口、徒歩 10 分

月

土

　

申
込
み
締
切
り
は
10
月
２
日（
金
）

で
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
今

す
ぐ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
27
年
10
月
23
日
（
金
）

▼
会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

▼
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締
切
り
：

①
氏
名 

②
卒
業
年
次 

③
連
絡
先
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号 

④
チ
ー

ム
の
場
合
代
表
者
氏
名 

⑤
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
の
上
、10
月
2
日（
金
）

ま
で
に
郵
送
、メ
ー
ル
or
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
担
当

幹
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

▼
申
込
み
先
：
本
年
の
担
当
幹
事
：
間

瀬
隆
男
、
金
山
文
彦
（
Ｓ
36
年
卒
）

①
郵
送
：
〒244-0801 

横
浜
市
戸
塚
区

品
濃
町525-1 

東
の
街3-301

（
宛
先
・

間
瀬
）
②
メ
ー
ル
：m

ase@
rg8.so-net.

ne.jp

（
宛
先
・
間
瀬
）③
Ｆ
Ａ
Ｘ
：0422-

27-7841

（
宛
先
・
金
山
）

※
実
施
要
項
等
、
詳
細
は
担
当
幹
事
か

ら
参
加
申
込
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

昨年の最終日、12月19日に集まった皆さん

会場展示風景「歌の祭り」有志によるミニ・コンサート（2014.12.11）

10
月
23
日（
金
）
─
─

ザ・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

　会場地図
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２
０
１
５
年
８
月
２
日
（
日
）、

27
名
が
参
加
し
、
渋
谷
区
笹
塚
の
中

国
茶
レ
ス
ト
ラ
ン「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」
で

〝
歌
の
祭
り
〟が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

47
年
卒
の
新
司
会
者
を
得
て
、
参
加

者
は
毎
回
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

次
回
（
第
14
回
）
の
新
年
〝
歌
の

祭
り
〟も
開
催
日
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
28
年
２
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

11
時
40
分
〜
17
時
30
分

▼
場
所
：「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」

　

渋
谷
区
笹
塚
１– 

61–

８

　

※
ホ
テ
ル
ル
ガ
ー
ル
１
階
に
併
設

　
　

電
話
０
３–

３
３
７
５–

１
４
７
４

▼
ア
ク
セ
ス
：
京
王
線
、
京
王
新
線
の

笹
塚
駅
北
口
（
駅
前
の
甲
州
街
道
20

号
線
沿
い
に
調
布
方
面
へ
徒
歩
５
分
）

▼
会
費
：
５
千
円
（
食
事
、 

飲
み
物
代
）

▼
申
込
み
先
：
大
内
秀
之
（
35
年
卒
）

　

civ04580@
rio.odn.ne.jp

　

〒
２
４
５–

０
０
６
２　

　

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
５– 

30–

５

　

電
話
：
０
４
５–

８
６
４–

３
２
１
５

ク
ラ
ブ
活
動
報
告
＆
ご
案
内    

白
堊
歌
会
─
─
─
─
─
─

ネ
ッ
ト
歌
会
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
年〝
歌
の
祭
り
〟は
─
─

２
０
１
６
年
２
月
７
日
（
日
）

さ
れ
ま
し
た
。
同
展
は
オ
ー
プ
ン
早
々

た
い
へ
ん
な
反
響
を
集
め
、「
盛
久
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
開
館
以
来
最
高
の
入
場
者
を

記
録
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
報

道
さ
れ
、
被
災
者
や
支
援
者
を
元
気
づ

け
ま
し
た
。

　

白
堊
歌
会
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

在
京
白
堊
サ
イ
ト
の「
ク
ラ
ブ
活
動
」

ま
た
は
「
白
堊
應
援
團
30
」
か
ら
リ

ン
ク
す
る
掲
示
板
「
白
堊
歌
会
の

部
屋
」
を
設
置
し
、「
ネ
ッ
ト
歌
会
」

と
し
て
ど
な
た
で
も
自
由
に
投
稿
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

投
稿
は
五
行
歌
、
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
・
詩
作
な
ど
、
短
い
作
品
な
ら

な
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
白
堊
芸
術
祭
で
は
毎
年
、

「
白
堊
歌
会
」
の
作
品
コ
ー
ナ
ー
を

出
展
。
最
終
日
に
は「
白
堊
芸
術
祭
」

会
場
に
お
い
て
、
朗
読
家
・
野
口
田

鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
「
宮
澤
賢
治
と
五
行

イーハトーブ館ホールで、民族楽器プサリテリ
演奏の小木曽綾さんとのコラボで宮澤賢治
の作品の朗読を披露した野口田鶴子さん

昨年暮れの白堊芸術祭でデビューした玉澤カルテッ
ト（?）が、田老から来場した見学者などの前でミニ・
コンサートを行い、絵画展を盛り上げた

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
─
─

７
月
11
日
（
土
）
開
催

歌の祭り（2015.8.2）

在京白堊レディス会（2015.7.11）

　

第
11
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

が
、
７
月
11
日
（
土
）、
銀
座
の

「SU
N
-m
i

（
サ
ン
ミ
）
高
松
７
丁

目
店
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
28
年
度
か
ら
50
年
度
ま

で
の
15
名
。
今
回
初
め
て
参
加
さ
れ

た
方
も
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
全
員
に
高
校
時
代
か
ら

現
在
ま
で
の
半
生
を
お
話
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
趣
向
。「
Ｓ
30
年
代
、

一
高
か
二
高
か
悩
み
、
女
ら
し
く
育

つ
に
は
二
高
で
は
な
い
、
と
結
論
を

出
し
て
一
高
に
進
ん
だ
」
と
い
う
ス

ピ
ー
チ
な
ど
、
印
象
的
な
話
題
が
多

く
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

女
性
に
と
っ
て
も
、
一
高
で
過
ご

し
た
こ
と
が
そ
の
後
の
人
生
を
大
き

く
左
右
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
も
、
今
年
同
様
に
行
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
白
堊
レ
デ
ィ
ス
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歌
の
朗
読
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
12
月
19
日
（
土
）、
午
後

13
時
か
ら
宮
澤
賢
治
の
「
水
仙
月

の
四
日
」
と
白
堊
歌
会
作
品
の
朗
読

を
行
い
ま
す
。

〈
白
堊
歌
会
の
部
屋
〉

http://9
3

2
4

.teacup.com
/

gogyouka/bbs

●
野
口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）

  

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
で
賢
治
朗
読
会

　
７
月
26
日（
日
）、花
巻
市
の
宮
澤
賢
治

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
ホ
ー
ル
で
、
野
口
田

鶴
子
さ
ん
が
宮
澤
賢
治
の
作
品
を
朗
読
。

同
館
の
夏
期
特
設
セ
ミ
ナ
ー
「
心
象
ス

ケ
ッ
チ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
の
一
環

で
、「
す
ば
ら
し
い
朗
読
だ
っ
た
」
と
多

く
の
賢
治
フ
ァ
ン
に
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

●
玉
澤
健
児
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）
統
括  

　
田
老
の
漁
師
・
高
屋
敷
登
絵
画
展

　
７
月
26
日（
日
）、玉
澤
健
児
さ
ん
が
岩

手
の
震
災
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た「
田
老
の
漁
師
、田
老
を

描
く
！
』
高
屋
敷
登
絵
画
展
が
６
月
２

日
（
火
）
か
ら
同
７
日
（
日
）
ま
で
盛

岡
市
の 
「 
盛
久
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
開
催

●
伊
藤
馨
一
さ
ん
（
Ｓ
52
卒
）

    

石
神
の
丘
美
術
館
で
彫
刻
展

　
伊
藤
馨
一
さ
ん
が
岩
手
町
の
石
神
の

丘
の
美
術
館
で
８
月
８
日
（
土
）
か
ら

９
月
23
日
（
水
）
ま
で 

「
岩
手
町
町
制

施
行
60
周
年
記
念 

〈 

石
に
願
い
を
。〉
伊

藤
馨
一
彫
刻
展
」
を
開
催
。
東
日
本
大

震
災
後
は
制
作
拠
点
を
大
船
渡
市
に
移

し
、
追
悼
の
た
め
石
仏
の
制
作
指
導
な

ど
を
続
け
る
伊
藤
さ
ん
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
も
石
に
込
め

た
深
い
鎮
魂
の
思
い
を
熱
弁
、
集
ま
っ

た
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。オープニングトークで、石に込めた熱

い思いについて語る伊藤馨一さん
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2015総会報告
　

平
成
27
年
５
月
９
日
（
土
）、
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
第
47

回
在
京
白
堊
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
過
去
最
高
の

３
５
４
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
昨
年
に
続
い
て
大
変
な
盛
況

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
盛
岡
一

高
の
平
賀
信
二
校
長
、
白
堊
同
窓

会
の
谷
村
邦
久
会
長
、
恩
師
と
し

て
、
川
村
祥
平
先
生
に
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
つ
記
念
講
演
会
で

は
、
岩
手
県
知
事
、
達
増
拓
也
さ
ん

（
Ｓ
58
年
卒
）
が
『
復
興
の
今
、
復

興
の
未
来
』
と
い
う
演
題
で
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た
故

郷
・
岩
手
の
復
興
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
、
続
く

原
田
智
子
さ
ん
（
Ｓ
58
年
卒
）
に

よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
、
大
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

　
『
立
ち
上
が
れ
、
白
堊
の
健
児
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
懇
親
会
で
は
、

平
賀
校
長
か
ら
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

首
都
圏
で
活
躍
す
る
白
堊
同
窓
生
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
お
笑
い
芸
人

の
お
侍
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
11
年
卒
）、
テ

レ
ビ
朝
日
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
加
藤
真

輝
子
さ
ん
（
Ｈ
16
年
卒
）
の
ビ
デ

オ
出
演
に
続
き
、
歌
手
の
高
橋
研
さ

ん（
Ｓ
49
年
卒
）、佐
々
木
収
さ
ん（
Ｈ

３
年
卒
）
が
出
演
、
お
二
人
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
披
露
。
最
後
は
会
場
の
参
加

者
も
一
緒
に
熱
唱
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
今
年
の
メ
イ
ン
・
イ

ヴ
ェ
ン
ト
、
５
年
に
１
度
の
猛
者
踊

り
。
昭
和
22
年
卒
の
故
・
吉
田
清

志
先
輩
の
土
人
踊
り
誕
生
秘
話
の
紹

介
映
像
に
続
き
、『
聞
け
、
一
高
健

児
、
魂
の
歌（
ノナ
マ
ニ
サ
～
J'
Ｒｏ

ｃ
ｋ）』
を
58
年
卒
業
メ
ン
バ
ー
が
熱

演
、
校
歌
斉
唱
ま
で
会
場
が
一
体
と

な
り
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。

　

来
年
は
昭
和
59
年
卒
業
の
皆
さ
ん

立
ち
上
が
れ
、
白
堊
の
健
児

 
〜
過
去
最
高
の
３
５
４
名
が
参
加

　
　
日
時
：
平
成
27
年
5
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

講
演
会
15
：
00
～
、
総
会
・
懇
親
会
16
：
00
～

　
　

会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
御
茶
ノ
水
）

メイン・イヴェントには恩師・川村祥平先生も出演

歌手の高橋研さん（S49卒）、佐々木収さん（H3卒）の豪華な共演も

岩手の復興の現状につい
て語った達増拓也・岩手
県知事（S58年卒）

ヴァイオリン演奏の原田
智子さん（S58年卒）

総会幹事を担当した58年卒の皆さん。一年間ご苦労さまでした。

写真提供／小野寺隆文さん（H16卒）

が
幹
事
学
年
で
す
。
ま
た
、
来
年
も

皆
様
に
『
来
で
、良
が
っ
た
』
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
総
会
・
懇
親
会
に
し

て
頂
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
和
58
年
幹
事
団
一
同
）

●
白
堊
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

   

第
１
回
「
白
堊
応
援
旗
祭
」（
８
月
30
日
）

　

同
窓
生
相
互
の
親
睦
お
よ
び
同
窓
生

と
母
校
と
の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
趣

旨
で
、
８
月
30
日（
日
）、
第
１
回
白
堊

校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
①
校
歌
と
応
援
歌
を
第

１
か
ら
第
10
ま
で
放
吟
（
こ
だ
わ
り
第

一
原
則
）。
②
歌
詞
は
省
略
し
な
い
（
こ

だ
わ
り
第
二
原
則
）。
③
可
能
な
限
り
多

く
の
応
援
旗
で
リ
ー
ド
（
こ
だ
わ
り
第

三
原
則
）
と
い
う
も
の
で
、
別
名
「
白

堊
応
援
祭
」。

当
日
は
白
堊

同
窓
会
の
谷

村
邦
久
会
長

も
訪
れ
、
15
：

30
か
ら
17：
30

ま
で
、
在
京

を
含
め
多
く

の
Ｏ
Ｂ
が
校

歌
放
吟
を
堪

能
し
ま
し
た
。

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

写真提供／澤口たまみさん（S54卒）
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交
流
の
他
に
、健
康
相
談
や
講
師
の
派
遣
な
ど
も

●
在
京
白
堊
Ｏ
Ｂ
の
医
療
関
係
者
が
集
い
交
流
を
深
め
る
会

―
―
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
設
立
の
き
っ
か
け
は
柴
さ
ん

の
呼
び
か
け
で
す
が
、
ど
う
し
て
つ
く
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

柴
孝
也
（
Ｓ
33
卒
・
代
表
幹
事
）　

医
学
会
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
狭

い
世
界
で
、
学
会
な
ど
を
通
じ
て
専
門
分
野
の
情

報
交
換
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
の

先
生
が
ど
の
高
校
の
出
身
で
あ
る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
情
報
は
リ
ス
ト
も
な
く
、
お
互
い
に
ほ
と

ん
ど
知
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、

た
ま
た
ま
あ
る
と

こ
ろ
で
日
本
医
科

大
学
眼
科
の
志
和

利
彦
先
生（
Ｓ
47
卒
）

が
同
じ
白
堊
同
窓

だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
、
別
の
と

こ
ろ
で
、
日
本
大

学
医
学
部
循
環
器

内
科
の
國
本
聡
先

生（
Ｓ
57
卒
）も「
あ

れ
、お
ま
え
も
か
！
」

と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
在
京
白

堊
会
に
は
医
師
や

医
療
関
係
の
仲
間

が
た
く
さ
ん
い
る

は
ず
だ
か
ら
、
ク

　

二
〇
一
四
年
、在
京
白
堊
人
の
医
師
、医
療
関
係
者
を
中
心
と
し
た
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
が
発
足

し
ま
し
た
。
昨
年
お
よ
び
本
年
の
在
京
白
堊
会
総
会
で「
健
康
相
談
」コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
目
的
で
設
立
さ
れ
、ど
の
よ
う
な
展
望
を
描
い
て
い
る
か
、代
表
の
柴
孝
也
（
Ｓ

33
卒
）さ
ん
と
事
務
局
メ
ン
バ
ー
ら
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
（
構
成
・
山
田
武
秋
）

在京白堊メディカルクラブ

師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
、「
田

舎
者
の
会
」
と
い
う
の
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
一
緒
に
酒
を
飲
む
会

な
の
で
す
が
、
こ
の
交
流
を
通
じ

て
い
ろ
い
ろ
勉
強
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
在
京
白
堊
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
ラ
ブ
も
、
医
師
の
枠
を
越

え
、
ふ
だ
ん
知
り
合
う
こ
と
が
な

い
よ
う
な
白
堊
Ｏ
Ｂ
と
出
会
い
、

お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

広
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
人
脈
を
フ

ル
に
活
用
で
き
る
と
い
う
意
味
で

も
、
私
に
と
っ
て
こ
の
会
は
大
い

に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

志
和
成
紀（
Ｓ
58
卒・
事
務
局
） 

私
は

在
京
白
堊
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
ラ
ブ
の
さ

ま
ざ
ま
な
案
内
や

連
絡
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
白
堊
Ｏ
Ｂ
の
医
師
は
在
京

エ
リ
ア
に
２
０
０
人
以
上
い
ま
す
。

そ
の
リ
ス
ト
に
は
、
実
は
在
京
白

堊
会
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
医

師
が
大
勢
い
ま
す
。
医
師
の
中
に

は
、
在
京
白
堊
会
の
存
在
を
知
ら

な
い
か
ら
来
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
す
。
白
堊
Ｏ
Ｂ
の
医

師
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
い
て
、

在
京
の
リ
ス
ト
に
な
い
医
師
を
探

す
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
今
年
も

新
し
く
２
名
加
わ
り
ま
し
た
。

國
本
　
若
い
会
員
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

の
は
メ
デ
ィ
カ
ル
の
ほ
う
が
だ
ん

ぜ
ん
有
利
で
早
い
で
す
ね
。

志
和
（
利
）
一
般
の
企
業
と
違
っ
て

狭
い
業
界
で
す
か
ら
ね
。
ど
こ
の

誰
々
が
岩
手
の
出
身
ら
し
い
と
か
、

ど
こ
ど
こ
の
高
校
Ｏ
Ｂ
と
い
っ
た

情
報
は
す
ぐ
に
入
る
。
た
だ
、
今

ま
で
そ
れ
を
組
織
的
に
行
う
場
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

國
本　

ぼ
く
ら
は
、
白
堊
Ｏ
Ｂ
と
分

か
れ
ば
学
部
に
入
っ
た
学
生
に
も
声

を
か
け
、
在
京
白
堊
会
総
会
に
も
出

席
す
る
よ
う
声
を
か
け
て
い
ま
す
か

ら
。
今
年
も
そ
れ
で
19
歳
の
１
年
生

が
一
人
、
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
誰
々
が
ど
こ
の
大
学
に
い
る
」
と

い
っ
た
情
報
は
学
生
同
士
の
ほ
う

が
分
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
次
々
に

若
い
新
し
い
仲
間
が
増
え
、
リ
ス
ト

も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
製
薬
会
社
や
病
院
・
薬
局
ス
タ
ッ

フ
、
医
療
関
係
の
出
版
社
な
ど
を
含

め
る
と
、
対
象
は
さ
ら
に
広
が
り
ま

す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
在
京
白
堊
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
は
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
っ
て
行
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ブ
活
動
の
一
つ
と
し
て
交
流
で

き
る
場
が
あ
れ
ば
楽
し
い
ね
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
呼
び
か
け
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

國
本
聡
（
Ｓ
57
卒
・
事
務
局
）　

大
学
の

垣
根
を
越
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
出
身
高
校
な

ど
の
情
報
は
な
い
で
す
ね
。
同
じ

大
学
の
後
輩
で
も
わ
か
ら
な
く
て
、

会
話
を
し
て
初
め
て
同
じ
白
堊
同

窓
だ
と
わ
か
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
今
回
、
医
師
や
医
療
関
係
の

仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
実
際
に
呼
び
か
け
て

み
て
、
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の

白
堊
人
が
メ
デ
ィ
カ
ル
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

志
和
利
彦（
Ｓ
47
卒
・
幹
事
）　

柴
先
生

が
慈
恵
医
大
で
白

堊
Ｏ
Ｂ
会
や
東
北

人
会
を
や
ら
れ
て

い
た
と
お
伺
い
し

ま
し
た
。
私
も
東
京
に
出
て
来
て

十
五
年
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
医

科
大
学
の
中
で
岩
手
県
出
身
の
医

総会の日、ロビーで「健康相談」を行う國本さん

座談会にご出席の在京白堊メディカルクラブの皆さん。左から國本聡さん（S57卒）、
志和利彦さん（S47卒）、柴孝也さん（S33卒）、一戸裕子さん（S43卒）、志和成紀さん（S58卒）
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一
戸
裕
子
（
Ｓ
43
卒
）
私
は
『
実
験

医
学
』
や
『
レ
ジ

デ
ン
ト
ノ
ー
ト
』

と
い
っ
た
基
礎
や

臨
床
の
医
学
書
を

創
刊
す
る
な
ど
、
医
療
系
の
出
版

社
を
始
め
て
36
年
に
な
り
ま
す
が
、

医
師
は
ほ
ん
と
う
に
た
い
へ
ん
な

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
医
師
の
側
に

立
っ
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
い

う
思
い
で
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

仕
事
の
場
で
は
い
つ
も
仕
事
の
顔

で
し
か
お
話
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

会
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
初
め
て

心
を
開
い
て
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
か
ら
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

國
本　

羊
土
社
さ
ん
で
す
よ
ね
。

私
は
こ
の
会
で
お
会
い
す
る
ま
で

羊
土
社
が
一
戸
さ
ん
の
出
版
社
だ

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々

は
学
生
時
代
、
皆
、
一
戸
さ
ん
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

柴　

私
も
知
ら
な
い
で
原
稿
を
書

い
て
い
ま
し
た
。

志
和
（
成
）　

こ
う
い
う
出
会
い
も
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の

も
の
で
す
ね
。

●
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待

―
―
在
京
白
堊
会
の
会
員
が
在
京

白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
に
い
ち

ば
ん
期
待
す
る
こ
と
は
、
病
気
の

相
談
に
の
っ
て
欲
し
い
と
か
医
療

機
関
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
。

國
本　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ

ブ
は
、
少
し
で
も
在
京
白
堊
会
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
昨
年
の

総
会
か
ら
ロ
ビ
ー
の
一
角
で
「
健
康

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
周

知
さ
れ
て
い
な
い
せ
い
か
、
実
際
に

相
談
さ
れ
た
方
は
去
年
も
今
年
も
２

名
だ
け
で
し
た
が
。

志
和
（
成
）　

医
師
や
病
院
の
紹
介

で
す
が
、
こ
れ
は
症
状
を
電
話
や

メ
ー
ル
だ
け
で
判
断
し
、
割
り
振

る
の
は
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
か
と

い
っ
て
名
簿
を
公
開
す
る
の
も
、
個

人
情
報
保
護
法
な
ど
が
あ
っ
て
む
ず

か
し
い
で
す
し
…
。

國
本　

皆
さ
ん
が
考
え
る
よ
り
も
、

電
話
口
だ
け
で
診
断
す
る
の
は
む
ず

か
し
い
の
で
す
。
経
験
も
必
要
で
す

す
し
、
そ
れ
を
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
ラ
ブ
だ
け
で
行
う
と
い
う
の
は

無
理
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
相
談
を

受
け
た
ら
み
ん
な
に
諮
っ
て
紹
介
で

き
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
希
望
が

あ
る
方
は
、
と
に
か
く
気
軽
に
事
務

局
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
窓
口
と
し
て
の
役
割
は
果

た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

志
和
（
利
）　

何
が
ど
れ
だ
け
で
き

る
か
は
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
手
探

り
で
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
で
す
け

れ
ど
も
、
た
と
え
ば
在
京
白
堊
会
の

会
員
が
町
内
会
の
役
員
や
会
社
の
健

康
管
理
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
住
民

や
社
員
の
た
め
に
「
高
齢
で
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
た
め
に
」
と
か
「
メ

タ
ボ
の
解
消
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

勉
強
会
を
開
き
た
い
と
い
う
と
き
、

講
演
者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
も
、

そ
う
い
う
こ
と
は
我
々
か
ら
動
く
こ

と
は
で
き
ず
、
要
望
が
な
い
と
で
き

な
い
の
で
す
け
れ
ど
。

國
本　

そ
う
い
っ
た
啓
蒙
的
な
活
動

で
あ
れ
ば
ご
希
望
に
添
え
ま
す
し
、

在
京
白
堊
会
で
企
画
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
協
力
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

一
戸　

大
学
間
を
横
断
し
た
医
師

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
で
す
し
、
加
え
て
製
薬
会

社
な
ど
幅
広
い
医
療
関
係
者
が
集

ま
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ま
さ
に

白
堊
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
き
さ
が

あ
っ
て
で
き
た
こ
と
で
す
ね
。

志
和
（
成
）　

こ
の
会
は
、
営
利
目

的
で
は
な
い
か
ら
、
逆
に
い
ろ
い
ろ

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

國
本　

学
生
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

研
修
医
制
度
が
変
わ
っ
て
、
今
は
入

局
し
て
も
出
身
校
に
は
わ
ず
か
し
か

残
れ
ず
、
関
連
病
院
に
勤
務
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

知
っ
て
い
る
高
校
同
窓
の
先
輩
が
い

れ
ば
心
強
い
で
す
し
、こ
の
会
で
は
、

業
界
で
雲
の
上
の
存
在
と
い
わ
れ
る

先
輩
医
師
と
も
気
さ
く
に
お
話
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

柴　

大
き
な
可
能
性
の
あ
る
白
堊
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

で
育
て
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
佐
藤
法
雄（
容
齋
）さ
ん
（
Ｓ
50
卒
）

  

銀
座
・
鳩
居
堂
で
新
春
に
個
展

　
佐
藤（
容
齋
）法
雄
さ
ん
が
、
来
年
の

新
春
、
平
成
28
年
１
月
５
日
（
火
）
か

ら
10
日
（
日
）、銀
座
の
鳩
居
堂
画
廊
（
４

階
）
で
「
佐
藤
容
齋
書
展 

― 

書
・
篆
刻
・

立
体
書 

―
」
を
開
催
し
ま
す
。
時
間
は

11
：
00
か
ら
19
：
00
（
最
終
日
は
17
：

00
）
ま
で
。
佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、
夢

の
画
廊
で
の
初

個
展
、
満
を
辞

し
て
の
大
舞
台
。

正
月
は
ぜ
ひ
、

銀
座
に
お
出
か

け
下
さ
い
。

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

●
白
堊
四
三
会
（
Ｓ
43
卒
）
有
志

    

母
校
の
啄
木
歌
碑
説
明
板
を
建
立

　
母
校
の
啄
木
歌
碑
は
白
堊
四
三
会
有

志
が
中
心
に
な
っ
て
２
０
０
６
年
５
月

に
建
立
さ
れ
た
が
、
今
年
５
月
16
日

（
土
）、
そ
の
説
明
板
が
同
じ
白
堊
四
三

会
有
志
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
「
露

台
（
バ
ル
コ
ン
）」
を
解
説
し
、
上
京
し

た
啄
木
が
母
校
と
青
春
を
詠
ん
だ
心
境

も
簡
潔
に
記
し
た
も
の
。
母
校
に
お
立

ち
寄
り
の
節
は
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

母校の啄木歌碑の前
に建立された説明板

●
紀
章
さ
ん
（
Ｓ
56
卒
）

    SK
Y

 GR
A

FFITI 2015

入
選

　
航
空
写
真
を
白
堊
芸
術
祭
に
出
展
し

て
い
る
紀
章
さ
ん
が
、
日
本
航
空
写

真
家
協
会
が
主
催
す
る
第
18
回SKY 

G
RAFFITI 2015

の
一
般
公
募
部
門
で

入
選
、
７
月
に
大
阪
、
８
月
に
東
京
の

富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
で
展
示

さ
れ
ま
し

た
。
迫
力

あ
る
航
空

写
真
に
い

つ
も
瞠
目

し
て
い
ま

し
た
が
、

実
力
が
プ

ロ
に
も
認

め
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

●
望
月
紀
子
さ
ん
（
Ｓ
35
卒
）

    『
ダ
ー
チ
ャ
と
日
本
の
強
制
収
容
所
』

　
イ
タ
リ
ア
文
学
研
究
家
で
イ
タ
リ
ア

を
代
表
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
詩
人
、ダ
ー

チ
ャ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
の
翻
訳
で
知
ら
れ

る
望
月
紀
子
さ
ん
が
、
今
年
３
月
、
未

来
社
か
ら
『
ダ
ー
チ
ャ
と
日
本
の
強
制

収
容
所
』（
２
２
０
０
円
＋
税
）
を
出
版

し
ま
し
た
。
ダ
ー
チ
ャ
は
昭
和
13
年
の

暮
れ
、
両
親
と
来
日
し
た
も
の
の
、
敵

国
人
の
扱
い
と
な
り
、
現
在
の
名
古
屋

市
天
白
区
に
あ
っ
た
抑
留
所
に
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
翻
訳
を
通
し
て
長
年
ダ
ー

チ
ャ
さ
ん
と
交
流
を
続
け
て
き
た
著
者

は
、
そ
の
収
容
所
体
験
を
元
に
「
苛
酷

な
歴
史
を
知
っ
て
欲
し
い
」
と
本
書
を

執
筆
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
書
賞
候
補
と
目

さ
れ
て
い
る
世
界
的
な
女
性
作
家
の
半

生
の
魂
に
触
れ
る
傑
作
で
す
。

『ダーチャと日本の強制収容所』
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●
建
倉
圭
介
さ
ん
（
Ｓ
46
卒
・Ｎ
さ
ん
）

  『
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
イ
ト
』刊
行　

　

Ｓ
46
卒
で
横
溝
正
史
賞
受
賞
作
家（
第

17
回
）
の
建
倉
圭
介
さ
ん
が
５
月
、
光

文
社
か
ら
待
望
の
新
作
『
ブ
ラ
ッ
ク
ナ

イ
ト
』
を
上
梓
。
表
題
の
「
ブ
ラ
ッ
ク

ナ
イ
ト
」
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
」
に

対
す
る
言
葉
で
、
住
宅
産
業
を
舞
台
と

し
た
企
業
ミ
ス
テ
リ
ー
で
す
。
と
に
か

く
読
み
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
く
な
る
面

白
さ
。
秋
の
夜
長
に
ど
う
ぞ
。

建倉圭介『ブラックナイト』
光文社 1,800円＋税

平
成
27
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納
の
方
は
、

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２
，０
０
０
円

の
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用

紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
容
赦
下
さ
い
。

お願い

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

馬場 信『AKIBAノート』
産報新書 1,200円＋税

●
馬
場 

信
さ
ん
（
Ｓ
41
卒
）

  『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
ノ
ー
ト
』〈
第
二
集
〉
刊
行

　

馬
場
信
さ
ん
が
『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
ノ
ー
ト
』

〈
第
二
集
〉
を
８
月
に
出
版
。「
今
、
日

本
で
注
目
を
浴
び
る
〝
秋
葉
原
〟
発
信
コ

ラ
ム
」は
、
ま
す
ま
す
切
れ
味
を
増
し
、

秋
葉
原
か
ら
世
界
を
展
望
し
た
話
題
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
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